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今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
「
ゆ
く
年
、
く
る
年
～
本
で
一
年
を
振
り
返
る

～
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
虎(

と
ら)

年
の
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
続
く
な
か
、
紛
争
や
景
気
低
迷

な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

十
二
月
十
二
日
は
「
漢
字
の
日
」
で
す
。
毎
年
、
そ
の
年
を
表
し
た
漢
字
一
文
字
が
選
ば
れ
ま
す

が
、
今
年
は
ど
ん
な
漢
字
が
選
ば
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

兎
（
う
さ
ぎ
）
年
の
来
年
は
明
る
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

松
蔭
中
高
図
書
館 

二
○
二
二
年 

十
二
月
十
二
日 
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sh
o
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-jh
s
.a

c.jp
  

  

担
当 

三
上 

 

一
六
六
回 

芥
川
賞 
『
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
』
砂
川
文
次 

 

一
六
六
回 

直
木
賞 
『
塞
王
の
楯
』 

今
村
翔
吾 

 

『
黒
牢
城
』 

米
澤
穂
信 

角
川
書
店 

2021 

 

一
月 

 
 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻 

『
同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て
』
逢
坂
冬
馬 

早
川
書
房 

2021 

戦
場
と
い
う
非
日
常
の
中
で
、
女
性
狙
撃
兵
セ
ラ
フ
ィ
マ
の
人
生
が

描
か
れ
ま
す
。
戦
争
は
個
人
の
何
を
奪
う
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・ 

二
月 

 
 

「
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
」
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞 
受
賞 

『
女
の
い
な
い
男
た
ち
』
村
上
春
樹 

文
春
文
庫 

2016 
 

 

受
賞
作
品
「
ド
ラ
イ
ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
」
の
原
作
。
他
者
を
理
解
し
よ
う

と
し
て
、
自
分
の
内
に
あ
る
感
情
に
気
づ
き
居
場
所
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る

男
性
の
短
編
集
。
図
書
館
に
はD

V
D

も
あ
り
ま
す
。 

※
貸
し
出
し
は
高
校
生
か
ら 

 

三
月 

 
 

成
人
年
齢
十
八
歳
に
引
き
下
げ 

改
正
民
法
が
施
行 

『
狙
わ
れ
る
１
８
歳 

～
消
費
者
被
害
か
ら
身
を
守
る
１
８
の
Ｑ
＆
Ａ
～
』 

 
 

 

日
本
弁
護
士
連
合
会 

消
費
者
問
題
対
策
委
員
会 

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト 

2021 
 

民
法
改
正
に
よ
り
成
年
年
齢
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
契
約
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
消
費
者
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
に
知
っ
て
お
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。 

  

四
月 

 
 

沖
縄
本
土
復
帰
五
十
年 

『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

〈
ア
メ
リ
カ
世(

ゆ
ー)

〉
の
沖
縄
』 

宮
城
修
編 

岩
波
新
書 

2022 

リ
ゾ
ー
ト
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
沖
縄
で
す
が
、
戦
後
二
十
七
年
間
、

ア
メ
リ
カ
に
統
治
さ
れ
、
基
地
問
題
や
米
兵
に
よ
る
事
件
な
ど
、
住
民
の

苦
悩
は
戦
後
も
続
き
ま
し
た
。
沖
縄
に
は
今
で
も
、
多
く
の
問
題
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

五
月 

 小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
持
ち
帰
っ
た
砂
に
生
命
の
源 

『
地
球
以
外
に
生
命
を
宿
す
天
体
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
』 

佐
々
木
貴
教 

岩
波
ジ
ュ
ニ
ス
タ 

2021 

 

宇
宙
の
中
の
生
命
体
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
「
は
や
ぶ
さ

２
」
の
持
ち
帰
っ
た
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
砂
か
ら
生
命
の
も
と
と
な
る
物

質
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
宇
宙
に
生
命
体
は
存
在
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

六
月 

 一
六
七
回 

芥
川
賞 

『
お
い
し
い
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
』
高
瀬
隼
子 

一
六
七
回 

直
木
賞 

『
夜
に
星
を
放
つ
』 

窪
美
澄 

 

 

七
月 

 安
水
稔
和
氏
十
六
日
死
去 

元
松
蔭
中
学
・
高
校
教
員 

『
神
戸 

わ
が
街
～
こ
こ
が
ロ
ド
ス
だ 

こ
こ
で
踊
ろ
う
～

』 
 

安
水
稔
和 

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー 

2016 

 

「
神
戸
で
生
ま
れ
、
神
戸
で
育
ち
、
神
戸
に
暮
ら
し
、
神
戸
で
こ
の
生
を
終

え
る
に
違
い
な
い
私
に
は
、
ま
さ
に
神
戸
が
わ
が
ロ
ド
ス
で
あ
り
、
こ
こ
で
私

は
踊
ろ
う
と
思
い
、
踊
っ
て
き
た
」 

神
戸
に
つ
い
て
書
か
れ
た
散
文
集
。 

八
月 

 松
蔭
女
子
学
院
創
立
百
三
十
年 

『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ウ
ム
ズ
の
冒
険
』 

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル 

岩
波
少
年
文
庫 

1985 

 

松
蔭
女
子
学
院
が
創
設
さ
れ
た
一
八
九
二
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク
・
ホ
ー
ム
ズ
初
の
短
編
集
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
推
理
小
説
を
確
立
さ
せ

た
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
作
品
は
百
三
十
年
た
っ
た
今
で
も
色
あ
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

九
月 

 

オ
リ
ッ
ク
ス 

二
十
六
年
ぶ
り
に
五
度
目
の
優
勝 

『
未
来
を
か
え
る
イ
チ
ロ
ー
２
６
２
の
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

メ
ッ
セ
ー
ジ
』 

「
未
来
を
変
え
る
イ
チ
ロ
ー
２
６
２
の
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
編
集
委
員
会 

ぴ
あ2008 

在
籍
し
て
い
た
オ
リ
ッ
ク
ス
優
勝
後
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
活
躍
し
た
イ
チ

ロ
ー
選
手
の
印
象
深
い
言
葉
集
。 

『
挑
戦
す
る
の
か
、
や
ら
な
い
の
か
、 

そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
意
味
が
違
う
こ
と
で
す
』 

 

十
月 

 
 

十
二
日 

今
年
の
漢
字
一
文
字
発
表 

『
線
は
、
僕
を
描
く
』 

 
 

 

砥
上
裕
將 

講
談
社 

2019 
 

京
都
の
清
水
寺
住
職
の
揮
毫
（
き
ご
う
）
に
よ
っ
て
今
年
の
漢
字
が

発
表
さ
れ
ま
す
。
無
気
力
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
青
山
霜
介
は
水
墨
画

家
の
篠
田
湖
山
と
出
会
い
生
き
る
意
味
を
見
つ
け
出
し
て
い
き
ま
す
。 

十
二
月 

 
 

ジ
ブ
リ
パ
ー
ク 

愛
知
県
に
開
園 

『
「
宮
崎
ア
ニ
メ
」 

秘
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ 

～
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』
か
ら
『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』
ま
で
～

』 

佐
々
木
隆 

K
K

ベ
ス
ト
新
書 

2005 

宮
崎
ア
ニ
メ
を
見
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
、
個
性
的

な
登
場
人
物
が
心
に
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
込
め
ら
れ
た

意
味
や
願
い
、
背
景
な
ど
が
作
品
の
解
説
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
て
、

読
後
は
も
う
一
度
ア
ニ
メ
作
品
を
見
た
く
な
り
ま
す
。 

十
一
月 

 
 

二
○
二
三
年
は
兎
（
う
さ
ぎ
）
年 

『
う
さ
こ
と
ば
辞
典
』 

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
編
集
部
編 

森
山
標
子
絵 
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社 

2021 

 
 

最
近
で
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
の
あ
る
ウ
サ
ギ
。
人
間
と
の
関
係
は
古

代
ロ
ー
マ
時
代
が
始
ま
り
で
し
た
。
ウ
サ
ギ
に
ま
つ
わ
る
言
葉
の
辞
典
。 

国
立
国
会
図
書
館
個
人
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス 

一
月
よ
り
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
開
始
予
定 

 

大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
主
演
、
松
本
潤 

日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
人
０
４
６ 

 

『
徳
川
家
康
～
時
々
を
生
き
抜
い
た
男
～

』
藤
井
譲
治 

山
川
出
版 

2021 

我
慢
し
て
耐
え
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
徳
川
家
康
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝

利
し
、
天
下
を
統
一
し
て
安
定
さ
せ
た
戦
国
時
代
最
後
の
武
将
で
す
。 

国
際
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
開
催 

七
月
二
日
～
十
三
日 

『
愛×

数
学×

短
歌
』 

横
山
明
日
希
編 

河
出
書
房
新
社 

2018 

「
数
学
の
お
兄
さ
ん
」
こ
と
編
者
が
、
数
学
の
魅
力
を
伝
え
た
い
と
始
め
た

数
学
短
歌
集
。
高
校
生
二
人
の
恋
物
語
に
あ
わ
せ
た
短
歌
と
数
学
の
解
説
つ
き
。 

「
割
り
切
れ
な
い
気
持
ち
が
残
っ
て
い
る
と
き
は 

ひ
と
つ
を
足
す
か
ひ
と
つ
を
捨
て
る
か
」S

.m
-W

 

（ 

上
半
期 

） 

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト 

広
島
で
開
催 

五
月
十
九
日
～
二
十
一
日 

『
新
版 

国
際
機
関
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
』 

原 

康 

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書 

2007 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
際
機
関
と
は
、
国
際
社
会
の
約
束
に
基
づ
き
複
数
の
国
家
に
よ
っ
て
作

ら
れ
る
組
織
で
す
。
Ｇ
７
は
年
に
一
度
開
か
れ
る
主
要
七
カ
国
（
仏
・
米
・
英
・

独
・
日
・
伊
・
加

）
に
よ
る
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
国
際
情
勢
に
あ
わ
せ
た
様
ざ
ま

な
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 



ブックサンタのご紹介
経済的にクリスマスプレゼントをもらえ

ない子どもやウクライナ難民の子どもにク
リスマスプレゼントとして本を贈ろうとい
う取組みです。

書店で、贈りたい本をレジ
に持っていって
その代金を払って「ブック
サンタ」お願いします、と
いうと子どもたちに贈って
くれます。もしよければ一
冊そういう子たちにプレゼ
ントしてみませんか？

ブックサンタができる書店一覧はこちら
です。
https://booksanta.charity-santa.com/bo
okstore 24日まで受付中。

司書四人が選ぶ今年の一冊

今年は水平社宣言100周年でした。
SDGｓでも人権を守ることは
「10.人や国の不平等をなくそ
う」と目標になっています。
今年亡くなった安水稔和先生
が図書館長だった頃、グルー
プ文庫として、クラス全員で
同じ本を読むために、選んだ
本を人数分用意していました。

そのなかに『橋のない川』
がありました。
あなたは部落差別を知っていますか？理由のない

差別に苦しみながら生きていく子どもたちの物語。
誠太郎と孝二の兄弟が主人公。小学校でも家の手伝
いをしないと生活できないから授業を休んでいるの
にそれを非難されたり、消防車の競争でやっと勝っ
たのに優勝旗を取り上げられたり、お前たちは汚い
と大人や先生にすら一緒になってさげすまれる毎日。
力強く誇りたかく生き抜くひとたち。やがて彼らは
日本初の人権宣言と言われた『水平社宣言』を作り

上げます。
今でも結婚や就職では暗黙に

差別があるといわれています。
弱いものを排除していく人間の
醜さと愚かさ。皆さんには少し
でも弱いものに心を寄せてほし
いと思います。差別という人権
侵害がエスカレートして戦争に
なるのだと思います。人間を大

切にしていれば戦争なんて起こりません。

『橋のない川（一）』住井すゑ著
新潮文庫 (改版）2002

（眞鍋）

第248号 松蔭中高図書館広報誌 2022年12月12日（月）

冬休みの日程 12月は23、26、27日
1月は6日から開館です

今年1番興味深く読んだ本は
『言の葉の森』チョン・スユン著 亜紀書房 2021。和歌
を韓国語に翻訳し、エッセイを添えた1冊です。翻訳さ
れたハングルの文字数もほとんどが五
七五七七の三十一文字になっていて、
和歌に近いリズムで読むことができま
す。著者は、太宰治から凪良ゆうまで
あらゆる作家の本を手がけている人気
翻訳家。その作品の1つに、茨木のり
子の詩集があります。茨木のり子は50
歳の時にハングルを学び始め、自ら韓
国の詩を翻訳し、日本に紹介した人でもあります。言葉
の持つ美しさにこだわり、2つの言語の狭間で表現を探っ
た2人。ていねいに行われた仕事は色褪せることなく、
確実に未来の誰かに届くんだなぁ、とうれしくなりまし
た。（高田）

『マンガでわかる地政学 ―改訂版―』
茂木誠監修 池田書店 2021
今年１年を振り返り印象的なことといえば、やは

り未だ終わりの見えないロシアによるウクライナ侵
攻があります。最近聞かれるようになった「地政学」
とは字の通り、国と国の関係が地形によってどう変
わるかを考える学問です。歴史の中では大陸で隣接
する国と国とでは様々な対立や紛争問題を抱えるこ
とも多くありましたが、島国の日本でもロシアや中
国と歴史的な領

土問題を抱えて
います。経済活
動、情報・環境

問題など他国と
関わることなく
問題を解決する
ことが難しい現
在、日本の立場
と今後について改めて考えるきっかけになった１冊
でした。（三上）

『from under 30 世界を平和にする第一歩』
14歳の世渡り術 河出書房新社編 河出書房新社2022年

私が生きてきたなかで、今年が一番「戦争」を身近に
感じる年でした。悲惨な状況を目にしているのに、戦争
を止められないという無力を感じました。「戦争は起き
る」ということを目の当たりにして、自分の無力さを感
じるだけでいいのかとも思いました。小原ブラス、東田
直樹、井手上漠…30歳未満の若者19人が「平和」につい
て考え、言葉にしているのがこの本です。様々な人から
見た、様々な視点から考えられる「平和」。他の人の考

えを文字で読むことで、ハッと
気づかされることがありました。
たとえ自分一人小さな存在だと
しても、答えがなかったとして
も、「平和であるために、自分
の頭で、自分の意思で、考え続
けることを止めてはいけない」
ということを確認しました。
（片山）


